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運
輸
安
全
委
員
会
運
営
規
則
（
平
成
二
十
年
運
輸
安
全
委
員
会
規

則
第
一
号
）

目
次第

一
章

部
会
等
（
第
一
条
―
第
三
条
）

第
二
章

事
故
等
調
査
の
再
開
（
第
四
条
）

第
三
章

原
因
関
係
者
の
意
見
の
聴
取
（
第
五
条
―
第
九
条
）

第
四
章

意
見
聴
取
会

第
一
節

開
催
手
続
（
第
十
条
―
第
十
六
条
）

第
二
節

運
営
（
第
十
七
条
―
第
二
十
七
条
）

第
五
章

被
害
者
等
へ
の
情
報
提
供
（
第
二
十
八
条
―
第
三
十
一
条
）

第
六
章

雑
則
（
第
三
十
二
条
・
第
三
十
三
条
）

附
則

第
一
章

部
会
等

（
部
会
の
設
置
）

第
一
条

運
輸
安
全
委
員
会
設
置
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）

第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
運
輸
安
全
委
員
会
（
以
下
「
委
員

会
」
と
い
う
。
）
に
、
次
の
部
会
を
置
く
。

総
合
部
会

航
空
部
会

鉄
道
部
会

海
事
部
会

海
事
専
門
部
会

２

総
合
部
会
は
、
委
員
会
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
特
に
重

大
な
事
故
（
航
空
事
故
、
鉄
道
事
故
及
び
船
舶
事
故
を
い
う
。
次
条
第

四
項
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
委
員
会
が
必
要

と
認
め
る
事
項
を
処
理
す
る
。

一

十
人
以
上
の
死
亡
者
又
は
行
方
不
明
者
が
発
生
し
た
も
の
（
航
空

事
故
及
び
船
舶
事
故
に
あ
っ
て
は
、
旅
客
を
運
送
す
る
事
業
の
用
に

供
す
る
航
空
機
又
は
船
舶
に
つ
い
て
発
生
し
た
も
の
に
限
る
。
次
号

に
お
い
て
同
じ
。
）

二

二
十
人
以
上
の
死
亡
者
、
行
方
不
明
者
又
は
重
傷
者
が
発
生
し
た

も
の

３

航
空
部
会
は
、
委
員
会
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
航
空
事
故
及
び
航
空

事
故
の
兆
候
に
関
す
る
事
項
（
総
合
部
会
が
処
理
す
る
も
の
を
除

く
。
）
を
処
理
す
る
。

４

鉄
道
部
会
は
、
委
員
会
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
鉄
道
事
故
及
び
鉄
道

事
故
の
兆
候
に
関
す
る
事
項
（
総
合
部
会
が
処
理
す
る
も
の
を
除

く
。
）
を
処
理
す
る
。

５

海
事
部
会
は
、
委
員
会
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
首
席
船
舶
事
故
調
査

官
の
所
掌
に
係
る
船
舶
事
故
及
び
船
舶
事
故
の
兆
候
（
以
下
「
船
舶
事

故
等
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
委
員
会
が
重
大
と
認
め
る
も
の
に
関

す
る
事
項
（
総
合
部
会
が
処
理
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
処
理
す
る
。

６

海
事
専
門
部
会
は
、
委
員
会
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
船
舶
事
故
等
に

関
す
る
事
項
（
総
合
部
会
及
び
海
事
部
会
が
処
理
す
る
も
の
を
除

く
。
）
を
処
理
す
る
。

（
部
会
の
開
催
及
び
議
決
）

第
二
条

部
会
は
、
部
会
長
が
招
集
す
る
。

２

部
会
は
、
部
会
長
が
出
席
し
、
か
つ
、
当
該
部
会
に
属
す
る
委
員

（
当
該
部
会
に
委
員
長
が
属
す
る
場
合
に
は
委
員
長
を
含
む
。
）
の
半

数
以
上
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
き
、
議
決
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
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３

部
会
の
議
事
は
、
出
席
者
の
過
半
数
で
こ
れ
を
決
し
、
可
否
同
数
の

と
き
は
、
部
会
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

４

部
会
長
に
事
故
が
あ
る
場
合
の
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

令
第
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
部
会
長
の
職
務
を
代
理
す
る
委
員
を
、

部
会
長
と
み
な
す
。

５

部
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
掌
す
る
事
項
に
つ
い
て
議
決
を
し
た
場
合
に

お
い
て
は
、
委
員
会
の
議
決
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
被
害

の
発
生
状
況
、
社
会
的
影
響
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
非
常
に
重
大
な

事
故
と
委
員
会
が
認
め
る
事
故
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
委
員
会
が
必
要

と
認
め
る
事
項
に
関
す
る
議
決
は
、
委
員
会
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
専
門
調
査
部
会
）

第
三
条

委
員
会
は
、
委
員
会
又
は
部
会
の
下
に
、
必
要
に
応
じ
、
事
故

及
び
そ
の
兆
候
（
以
下
「
事
故
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
の
専
門
の

事
項
を
調
査
さ
せ
る
た
め
、
専
門
調
査
部
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

専
門
調
査
部
会
の
構
成
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
委
員
会

が
別
に
定
め
る
。

第
二
章

事
故
等
調
査
の
再
開

第
四
条

委
員
会
は
、
事
故
等
調
査
（
運
輸
安
全
委
員
会
設
置
法
（
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
故
等
調
査
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
を
終
え
た
後
に
、
推
定
し
た
事
故
等
の
原
因
（
事

故
に
つ
い
て
は
、
事
故
に
伴
い
発
生
し
た
被
害
の
原
因
を
含
む
。
以
下

同
じ
。
）
に
変
更
を
生
じ
る
可
能
性
の
あ
る
新
し
く
か
つ
重
大
な
証
拠

を
得
た
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
事
故
等
調
査
を
再
開
す
る
も
の

と
す
る
。

第
三
章

原
因
関
係
者
の
意
見
の
聴
取

（
意
見
の
聴
取
前
の
手
続
）

第
五
条

委
員
会
は
、
事
故
等
調
査
に
関
す
る
報
告
書
の
案
（
原
因
関
係

者
に
関
係
の
あ
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を

作
成
し
、
原
因
関
係
者
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次

に
規
定
す
る
軽
微
な
船
舶
事
故
等
に
つ
い
て
は
、
事
案
の
件
名
及
び
発

生
日
、
原
因
関
係
者
に
関
す
る
事
項
、
次
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
書
の

案
の
閲
覧
場
所
並
び
に
意
見
の
有
無
に
係
る
申
出
の
期
限
を
公
示
す
る

こ
と
を
も
っ
て
足
り
る
。

一

首
席
地
方
事
故
調
査
官
の
所
掌
に
係
る
船
舶
事
故
等
の
う
ち
、
次

に
掲
げ
る
も
の

イ

死
亡
者
、
行
方
不
明
者
及
び
重
傷
者
が
発
生
し
な
か
っ
た
も
の

ロ

船
舶
又
は
船
舶
以
外
の
施
設
の
損
傷
が
航
行
に
影
響
し
な
い
も

の

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
軽
微
な
も
の
と
し
て
委
員
会
が
認

め
た
も
の

２

前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
原
因
関
係
者
は
、

事
故
等
調
査
に
関
す
る
報
告
書
の
案
を
、
同
項
た
だ
し
書
の
委
員
会
が

公
示
す
る
場
所
に
お
い
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
、
当
該
報
告
書
の
案

に
つ
い
て
意
見
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項
た
だ
し
書
の
委
員
会

が
公
示
す
る
期
限
ま
で
に
、
委
員
会
に
そ
の
旨
を
申
し
出
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
意
見
の
聴
取
）

第
六
条

法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
原
因
関
係
者
に
対
し
、

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
る
場
合
に
は
、
期
日
を
定
め
、
出
頭
を
求

め
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

原
因
関
係
者
が
指
定
し
た
期
日
に
出
頭
で
き
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
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期
日
ま
で
に
文
書
又
は
口
頭
に
よ
り
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

原
因
関
係
者
が
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
指
定
し
た
期
日
に
出
頭
し

な
か
っ
た
と
き
は
、
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
た
も
の
と
み
な
す
。

４

原
因
関
係
者
が
病
気
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
出
頭
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
委
員
会
の
許
可
を
受
け
て
代
理
人
を
出

頭
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
補
佐
す
る
者
の
出
頭
）

第
七
条

船
舶
事
故
等
に
関
す
る
調
査
に
係
る
意
見
の
聴
取
の
場
合
に
あ

っ
て
は
、
原
因
関
係
者
は
、
委
員
会
の
許
可
を
得
て
、
自
ら
の
意
見
の

陳
述
を
補
佐
す
る
者
と
共
に
出
頭
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
意
見
の
聴
取
の
公
開
等
）

第
八
条

意
見
の
聴
取
は
、
非
公
開
で
行
う
。

２

船
舶
事
故
等
に
関
す
る
調
査
に
係
る
意
見
の
聴
取
の
場
合
に
あ
っ
て

は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
因
関
係
者
の
求
め
に
応
じ
、
公

開
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
主
宰
者
）

第
九
条

意
見
の
聴
取
は
、
委
員
会
が
指
名
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
委
員

長
、
委
員
又
は
事
務
局
の
職
員
が
主
宰
す
る
。

第
四
章

意
見
聴
取
会

第
一
節

開
催
手
続

（
意
見
聴
取
会
開
催
の
公
示
及
び
告
知
）

第
十
条

委
員
会
は
、
法
第
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
意
見
聴
取
会

（
以
下
「
意
見
聴
取
会
」
と
い
う
。
）
を
開
こ
う
と
す
る
と
き
は
、
少

な
く
と
も
意
見
聴
取
会
開
催
の
十
四
日
前
に
、
事
案
の
件
名
及
び
発
生

日
、
意
見
聴
取
会
の
日
時
及
び
場
所
、
次
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報

告
書
の
案
の
閲
覧
場
所
並
び
に
公
述
申
込
書
を
提
出
す
べ
き
場
所
及
び

期
限
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

意
見
聴
取
会
に
お
い
て
、
意
見
の
聴
取
が
前
項
の
日
時
内
に
終
ら
ず
、

意
見
の
聴
取
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
次
回
の
開
催
の
日
時
及
び
場
所
を
意
見
聴
取
会
に
お
い
て
口

頭
で
告
知
す
る
こ
と
を
も
っ
て
足
り
る
。

（
事
故
等
調
査
に
関
す
る
報
告
書
案
の
作
成
及
び
閲
覧
）

第
十
一
条

意
見
聴
取
会
を
開
催
す
る
場
合
に
は
、
委
員
会
は
、
事
故
等

調
査
に
関
す
る
報
告
書
の
案
（
法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ

る
事
項
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

２

意
見
聴
取
会
に
お
い
て
公
述
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
意
見
聴
取
会
開

催
前
に
、
前
項
に
規
定
す
る
事
故
等
調
査
に
関
す
る
報
告
書
の
案
を
、

前
条
第
一
項
の
委
員
会
が
公
示
す
る
場
所
に
お
い
て
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
公
述
の
申
出
）

第
十
二
条

意
見
聴
取
会
に
お
い
て
公
述
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
十
条

第
一
項
の
委
員
会
が
公
示
す
る
期
限
ま
で
に
、
公
述
書
を
添
付
し
て
公

述
申
込
書
を
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
述
申
込
書
等
）

第
十
三
条

公
述
申
込
書
に
は
、
公
述
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
、
住
所
、

職
業
及
び
年
令
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

公
述
書
に
は
、
公
述
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
及
び
公
述
し
よ
う
と

す
る
内
容
を
具
体
的
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
公
述
書
に
は
、
当
該
事
案
に
関
す
る
証
拠
資
料
を
添
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
公
述
人
の
選
定
等
）

第
十
四
条

委
員
会
は
、
前
二
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
文
書
等
を
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審
査
し
て
、
当
該
事
故
等
の
原
因
の
究
明
に
役
立
つ
と
認
め
る
と
き
は
、

公
述
申
込
書
を
提
出
し
た
者
の
う
ち
か
ら
公
述
人
を
選
定
す
る
も
の
と

す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
選
定
さ
れ
な
か
っ
た
者
の
公
述
書
は
、
原
因
の

究
明
の
た
め
の
参
考
と
す
る
も
の
と
す
る
。

（
公
述
の
要
請
）

第
十
五
条

委
員
会
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
選
定
し
た
公
述
人
の
ほ
か
、

事
案
の
性
質
上
関
係
者
又
は
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
意
見
を
聴
く
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
、
意
見
聴
取
会
に
出

頭
を
求
め
て
、
意
見
を
述
べ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
十
一
条
第
二
項
並
び
に
第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、

前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
意
見
聴
取
会
開
催
日
時
の
変
更
等
）

第
十
六
条

委
員
会
は
、
緊
急
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
第
十
条
の

規
定
に
よ
る
公
示
又
は
告
知
の
日
時
に
意
見
聴
取
会
を
開
く
こ
と
が
で

き
な
い
と
認
め
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
公
示
す
る
と
と
も

に
、
適
当
な
方
法
で
前
二
条
に
規
定
す
る
者
に
通
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、

意
見
聴
取
会
の
開
催
日
時
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
節

運
営

（
公
開
の
原
則
）

第
十
七
条

意
見
聴
取
会
は
、
公
開
で
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
公

述
人
が
非
公
開
を
希
望
す
る
旨
を
申
し
出
た
場
合
又
は
委
員
会
が
必
要

と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
事
案
に
係
る
全
部
又
は
一
部
を
非
公
開
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
主
宰
者
）

第
十
八
条

意
見
聴
取
会
は
、
委
員
会
が
指
名
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
委
員

長
、
委
員
又
は
事
務
局
の
職
員
が
主
宰
す
る
。

（
公
述
時
間
の
制
限
）

第
十
九
条

主
宰
者
は
、
議
事
の
整
理
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
公
述
人
の
公
述
の
時
間
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
公
述
）

第
二
十
条

公
述
人
の
公
述
は
、
公
述
書
に
記
載
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
従
っ

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
条
の
質
問
に
答
え
る
場
合

又
は
主
宰
者
の
許
可
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
質
問
）

第
二
十
一
条

委
員
長
、
委
員
、
専
門
委
員
又
は
事
務
局
の
職
員
は
、
意

見
聴
取
会
に
お
い
て
、
公
述
人
に
対
し
公
述
書
の
内
容
に
つ
い
て
質
問

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
公
述
の
中
止
等
）

第
二
十
二
条

主
宰
者
は
、
公
述
人
の
公
述
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
公
述
を
中
止
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。

一

第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
主
宰
者
が
指
示
し
た
時
間
を
超
え
た
と

き
二

第
二
十
条
の
規
定
に
著
し
く
反
す
る
と
き

三

事
案
の
範
囲
外
に
あ
る
と
き

２

主
宰
者
は
、
公
述
人
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
中
止
の
指
示
に
従
わ
な

い
と
き
は
、
そ
の
公
述
人
を
退
場
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
公
述
書
の
代
読
）

第
二
十
三
条

公
述
人
が
、
病
気
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
意

見
聴
取
会
に
出
頭
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
主
宰
者
の
指
名
し
た
者
に

よ
る
公
述
書
の
朗
読
を
も
っ
て
公
述
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
証
拠
書
類
等
）

第
二
十
四
条

主
宰
者
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
公
述
人
に

対
し
提
出
す
べ
き
期
日
を
指
定
し
て
、
公
述
し
た
事
項
に
関
す
る
証
拠

資
料
を
提
出
す
べ
き
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
記
録
）

第
二
十
五
条

公
述
さ
れ
た
事
項
は
、
速
記
そ
の
他
の
方
法
で
記
録
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
記
録
は
、
一
般
か
ら
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
閲
覧
に
供

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
意
見
聴
取
会
が
非
公
開
で
行
わ
れ

た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
傍
聴
券
の
発
行
）

第
二
十
六
条

委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
傍
聴
券
を

発
行
し
、
そ
の
所
持
者
に
限
り
意
見
聴
取
会
を
傍
聴
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
遵
守
事
項
）

第
二
十
七
条

傍
聴
人
は
、
意
見
聴
取
会
の
会
場
へ
の
入
場
若
し
く
は
退

場
に
際
し
、
又
は
意
見
聴
取
会
の
会
場
に
お
い
て
、
主
宰
者
又
は
そ
の

命
を
受
け
た
関
係
職
員
の
指
示
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

主
宰
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
に
従
わ
な
い
傍
聴
人
を
退
場

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
公
述
中
で
な
い
公
述
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
章

被
害
者
等
へ
の
情
報
提
供

（
被
害
の
発
生
状
況
に
関
す
る
情
報
の
提
供
）

第
二
十
八
条

委
員
会
は
、
旅
客
の
死
亡
を
伴
う
事
故
そ
の
他
重
大
な
被

害
が
生
じ
た
と
委
員
会
が
認
め
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
報
告
書

の
公
表
前
に
お
い
て
も
、
当
該
事
故
に
伴
う
被
害
の
発
生
状
況
に
関
し

明
ら
か
に
な
っ
た
情
報
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
、
速
や
か
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
被
害
者
及
び
そ
の
家
族
又
は
遺
族
（
以
下

「
被
害
者
等
」
と
い
う
。
）
に
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

（
意
見
聴
取
会
の
傍
聴
）

第
二
十
九
条

委
員
会
は
、
意
見
聴
取
会
を
開
く
場
合
に
あ
っ
て
は
、
被

害
者
等
の
求
め
に
応
じ
、
可
能
な
限
り
、
当
該
被
害
者
等
に
意
見
聴
取

会
を
傍
聴
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

（
報
告
書
の
作
成
）

第
三
十
条

委
員
会
は
、
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
書

の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
被
害
者
等
が
当
該
報
告
書
を
閲
覧
す
る
こ
と

に
も
配
慮
し
、
そ
の
記
述
は
で
き
る
限
り
平
易
な
表
現
で
具
体
的
に
行

う
も
の
と
す
る
。

（
説
明
会
の
開
催
）

第
三
十
一
条

委
員
会
は
、
多
数
の
旅
客
の
死
亡
を
伴
う
事
故
そ
の
他
特

に
重
大
な
被
害
が
生
じ
た
と
委
員
会
が
認
め
る
事
故
に
関
す
る
調
査
に

係
る
経
過
及
び
報
告
書
の
公
表
に
際
し
て
は
、
被
害
者
等
の
求
め
に
応

じ
説
明
会
を
開
き
、
当
該
被
害
者
等
に
対
し
そ
の
内
容
に
つ
い
て
説
明

を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
説
明
会
を
開
く
場
合
に
あ
っ
て
は
、
委
員
会
は
、
可
能
な
限

り
、
そ
の
内
容
を
被
害
者
等
が
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
六
章

雑
則

（
公
示
の
方
法
）

第
三
十
二
条

こ
の
規
則
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
当
該
公
示
の
日
付
及

び
内
容
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
方

法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
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規
定
に
よ
る
公
示
は
、
当
該
事
案
の
発
生
し
た
地
点
を
考
慮
し
て
委
員

会
が
定
め
る
場
所
に
掲
示
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
細
則
）

第
三
十
三
条

委
員
会
は
、
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
員
会

の
事
務
の
処
理
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
細
則
を
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
。


